
放課後等デイサービスにおける障がい児支援の実際

（演習と基本の理解を通して）

～ モニタリングを意識した記録のとり方 ～

(一社)九州発達障がい支援協会
代表理事 田中聡

ホップステップ R1.12.12

右のQRコードから
左のページの表示を
お願いします。



支援計画を立てる手順

① 障がい児支援利用計画を参照する

・ 相談支援専門員が作成したプランに沿った作成が必要

② 初回面接する

・ インテークシートによる利用の背景、利用の必要性等の聞き取り

③ 支援計画原案検討会議で協議する（モニタリング時、もしくは更新時）

・ 課題の分析

・ 支援の具体的内容と支援の方法の吟味

④ 文章化する

・ 読む人に伝わる文章記述

⑤ 支援の記録

・ 全体的な行動等の記録 ＋ 子ども別・課題別の記録 の組み合わせ

⑥ アセスメントによるモニタリングと支援計画の改善



支援計画を立てる手順 ④

【支援計画の文章化】

『評価することを意識した目標設定を！』



【評価を意識した目標設定】支援計画をたてる手順 ④



支援計画を文章化する際の留意点

○ 短期目標の目標を具体的にする

・ この目標が達成できたかどうかが客観的にわかるような動詞を使う

→ 具体的にチェックできる本人の行動レベルを明確にする

○ 短期目標で取り組む場面を限定する

・ あらゆる場面で評価が必要な目標は、全てのチェックができない

○ 短期目標の目標達成者は子ども

・ 子どもができるようになることを記述

・ ひとりで？ 具体的な支援を受けながら？ 手助けを明確に記述

○ 指導方法は具体的に書く

・ 文章を読めば、別のスタッフが再現できるレベルで記述



支援計画を立てる手順 ⑤

【支援の記録】

『記録の生命線は、目標設定』



【どんな姿を目指すのか？】支援計画をたてる手順 ⑤

目標達成がみえる『質問』づくりがカギ(絵本読み聞かせ活動）

今日は、１０分間くらいの絵本の読み聞かせ活動をします。

【児発管さん】

あなたは、都合によりその活動に参加できません。あとで活動が

うまくいったかどうかを確認したいとき、何を質問しますか？

【支援員さん】

あなたは、あとで、児発管さんに活動がうまくいったかどうかの

報告をする予定です。どんな内容を報告しますか？



【どんな姿を目指すのか？】支援計画をたてる手順 ⑤

目標達成がみえる『質問』づくりがカギ(絵本読み聞かせ活動）

Q：参加児は何人いましたか？

Q：声かけから集合まで何分かかりましたか？

Q：途中、逸脱した子は何人でしたか？

Q：開始１分後・５分後・9分後、絵に視線を向けていた子は

何人でしたか？

Q：読み聞かせ後の、クイズに正解した子は何人でしたか？

Q：次も読み聞かせをしてほしいか尋ねたら何人挙手しましたか？



運動機能：運動発達における
評価の観点

認知機能の課題：感覚で受け取った情報
を理解、判断処理、統合する働き

認知

言語理解 語彙力 言語表出

記憶 思考力 判断力

障がい特性に起因する課題：障がいがあ
るがゆえに起きているもの

特性

こだわり 衝動性 不注意

想像性 集中力 感覚鈍麻

発達心理の課題：年齢を重ね成長する過
程で変化を示す自己形成の発達課題

心理

自己肯定感 自己理解 他者理解

不安緊張 注目 防衛機制

基本的生活習慣上の課題
：生活を安定させるために
必要な環境・自立スキル

生活

日常生活習慣 睡眠

食事 排泄

清潔保持 危機対処

社会化における課題：人との関係づくり
を進める過程で求められる発達課題

社会性

協調性 規則尊重 役割責任

勤労奉仕 権利義務

課題分析カテゴリ分類 【行動問題から分析するカテゴリ】

運動

運動意欲

動作

体力

運動神経



運動機能

・座位の姿勢をくずすこ
となく最後まで話を聞
くことができる

認知機能の課題

・話に登場した人物のクイズに答えるこ
とができる

・話の筋（内容）を理解したかどうかを
問うクイズに正解することができる

認知

障がい特性に起因する課題

・話の内容に興味を示しながら、10分間
の読み聞かせに最後まで参加できる

・自分の想いやイメージと違った内容に
であっても、活動をじゃますることな
く参加できる

特性

発達心理の課題

・話の内容に即した感想を発表すること
ができる（例えば登場人物の心情への
寄り添いができたか？など）

心理

基本的生活習慣上の課題

・「集まります」の声か
けですぐに活動の場に
集合できる

・「今から始めます」な
ど活動のあいさつの役
割を実行できる

生活

社会性における課題

・「読み聞かせ」の決まりを守って活動
に参加することができる

・他の子の座る場所も意識して自分の座
る場所を決めることができる

社会性

運動

【目指す姿の設定（一例）】支援計画をたてる手順 ⑤



支援計画をたてる手順 ⑤ 【記録のイメージ】

もの ひと こと

支
援

・子どもたちに人気投票をして
アンケートした上位２つの絵
本を選んで読み聞かせをした。

・座るスペースに前もって座布
団を並べておき、集合の声か
けをした。

・話が終わった後に、絵本の内
容についてクイズを出すこと
を事前にアナウンスしてから
読み聞かせを始めた。

・座位保持の難しいＡ児の横に
Ｂ支援員を配置し、座り方の
モデル提示をした。

・普段から確認している「読み
聞かせのきまり」をみんなで
唱和してから活動を始めた。

・横同士で座ると私語をしたり
ふざけたりするＣ児とＤ児は、
距離が離れるようあらかじめ
座る場所の指定を行った。

結
果

記
録

・10人の参加児のうち、８人
が興味をもって最後まで集中
して絵本の読み聞かせに参加
した。

・座る場所で押し合うことなく、
自分の座る場所を上手に決め
ることができた。

・登場人物の人数と名前を正解
した子は７名だった。

・Ａ児は、時折座位保持が崩れ
たが、その都度、横にいるＢ
支援員の姿を見て座位保持の
立て直しをしていた。

・５名ほどの子どもが「決ま
り」の掲示物を見なくても唱
和できた。

・過去に時折読み聞かせのじゃ
まをするＣ児が、最後まで活
動の邪魔をすることなく読み
聞かせに参加できた。



① 行動問題の発生
を回避する支援力

状況と時期の
適切な見立て

障がいの２つの「Ｄ」

Ｄｉｓａｂｉｌｉｔｙ

Ｄｉｓｏｒｄｅｒ

② 望ましい行動を

身に付けさせる

Learning Disability：LD

Attention-deficit hyperactivity disorder：ADHD

支援計画をたてる手順 ⑤ 【目標設定のイメージ】



Ｂ(行動)
思考

感情

行動

発達特性 ＆ 個人特性

きっかけ

行動の目的

行動の機能

Ａ(状況)

TEACCH

もの・ひと・こと

要求達成

心理的安定

心理的満足

Ｃ(結果)

ABA
強化子・意味づけ

支援計画をたてる手順 ⑤ 【目標設定のイメージ】



「もの」 ・・・ものを使って環境そのものをコントロールする
例：壁向きに配置した机で学習する

「ひと」 ・・・いわゆる誰が対応するか 人による対応の仕方
例：重要なルールをインプットしてほしい時、管理者に話をしてもらう

「こと①」・・・活動内容やイベントのコントロール
例： 「今日のおやつコーナー」などスケジュールボードの提示をする

「こと②」・・・空間・場所のコントロール
例：学習やおやつの時間に座る席を指定する

「こと③」・・・時間帯や時間の長さ、順序などのコントロール
例：本人合わせた、時間入りのスケジュール表を準備する

見
え
る

見
え
な
い

支援計画をたてる手順 ⑤ 【目標設定のイメージ】



支援計画を立てる手順 ⑤

【支援の記録】

『記録の２つの視点』



【アセスメントに活用する記録】支援計画をたてる手順 ⑤

【パターン Ⅰ】
個別目標達成に向けた

評価のために

【パターン Ⅱ】
日常の支援の
記録のために

① 変化を把握する

◼子どもの状態はさまざまな環境の影響を受けて変化する。

◼場面による行動の違い、週・月・年単位での行動の変化がある。

⇒ 客観的な記録があることによって、職場内や他職種との共通理解が

図りやすくなる。

② 原因を考える

◼必ずしも支援の計画を立てる段階で、背景にある原因を考えるのに十分
な情報があるとは限らない。

⇒ 支援計画を立てて実施した後も、情報を収集して、それを元に

支援を再検討する必要がある。



③ 「なぜ？」を意識して記録する

「なぜ」そのことを記録に残そう

と思うのかを問う

（記録のもつ意味や必要性）

【留意したいポイント】

・個別支援計画との

整合性をみる

・事実と推測を区別する

・５W１Hを意識する

・支援者側が働きかけた

ことを記録する

・人権に配慮した文章に

する（敬体必要なし）

・開示を求められた場合

を意識して書く

・その子の成長に寄与す

る意識を常にもつ

「厳選」…記録の項目を限定する

「効率」…記録に時間をかけ過ぎない

「活用」…支援に活かす仕組みをつくる

【アセスメントに活用する記録】支援計画をたてる手順 ⑤



【アセスメントに活用する記録】支援計画をたてる手順 ⑤

『日々の記録』フォーム
１ いつの記録？
２ だれが記録？
３ だれの記録？
４ 活動内容は？
４ 内容の記述は？
５ 分類は？（ⅠⅡ）
６ 利用は？
７ 送迎は？
８ 延長は？
９ 加算は？
10 おやつは？
11 弁当は？



【アセスメントに活用する記録】支援計画をたてる手順 ⑤

「A児」個別記録フォーム

１ いつの記録？

２ だれが記録？

３ 発達のアセスメント

４ 学習のアセスメント

５ 人間関係のアセスメント

６ 体験のアセスメント

７ 行動問題の記録



支援計画を立てる手順 ⑥

【アセスメントによるモニタリングと支援計画の改善】



・観察（自然観察・仮説検証観察）

・面接（本人や保護者、関係者からの聞き取り・情報収集）

・質問紙法（アンケート）

・検査法（学力検査 知能検査 性格検査 投影法

人間関係検査 作業検査法 各種心理検査）

・ポートフォリオ（連絡帳 写真 創作作品 絵画 感想文など）

【情報源：アセスメントの方法】支援計画をたてる手順 ⑤



【検査法：アセスメントツールの活用】支援計画をたてる手順 ⑤

http://www.saccess55.co.jp/hattatu_ichiran_1.html


【ポートフォリオ：子どもの作品集】支援計画をたてる手順 ⑤



分析機能・・・件数の傾向をみたい

ときに活用できます

ー分析シートの使い方ー

① ピボットテーブルを挿入

「挿入」タブ→「ピボットテーブル」

② 範囲の指定

③ 分析してみたい項目を選ぶ

※複数の項目を重ねて分析可能

④ 集計表(集計値)を表示する

分析例）・利用児童と分類の傾向

・職員と分類の傾向

・利用児と期間の傾向

・全体の分類の傾向

支援計画をたてる手順 ⑤ 【記録を分析して支援に活用する】

8 個人記録.xls

